
療育支援エフ
本部研修



支援について⑴

社会性トレーニング・関わり方

・社会に出た時に困らないようにSSTや余暇時間での関わりを通して、

社会性のトレーニングを行っている。

・１日１回での定着は難しいため、繰り返し伝え、インプットしていくことが重要。

・出来たことを褒めて、次に繋げて（自己肯定感を高めて）いけるように留意していく。

・信頼関係を構築するためには目の前にいる生徒さんを知りたい、関わりたいという気持ちと

実際行動に移すことが重要。課題点だけではなく、頑張っているところ、良いところを伝え、

職員自身がその子自身をしっかりと見つめることも必要。



支援について⑵

社会性トレーニング・関わり方

・人と人との関係の為、生徒さんにも意思や考え方、行動の理由がある為、どういう気持ち

なのか？を決めつけずに関わっていく。

・癇癪時は対応が難しく、自分でできないと思うこともあると思うが、関わりを避けることは

逆効果になる。

無理に介入・解決することではないが、他職員の関わり方を見て、聞いて学ぶなか自身の力

に変えて欲しい。



支援において必要なこと⑴

支援において必要なことは、生徒さん自身と向き合い、個々の特性を理解していくことが

大切。

その手掛かりとして、療育シートから生徒さんの診断名を把握することは出来るが、

あくまでも診断名として認識していただきたい。

例えば、同じADHDでも、注意欠陥の特性が強い生徒さんもいれば、多動の特性が強い

生徒さんもいる。

支援が必要な所も異なるため、必要な声掛けや伝え方も異なる。

障害知識を持つことはとても良いことだが、『診断名が〇〇だから』等の理由で考えが

狭くならないよう、固定観念は持たずに支援を行ってほしい。



支援において必要なこと⑵

また、コミュニケーションスキルを高めたい、他の生徒さんとの

関わりを通して相手の気持ちに寄り添えるようになってほしい。

脳機能の向上、レスパイト等、エフを利用している目的も各家庭

で異なる。

各家庭からのニーズを理解することはもちろん大切だが、個々の

特性に応じて社会性を身に付け、将来のためのスキルや生活していく

ための知識など、生徒さんの可能性を最大限に引き出し、将来的な

選択肢を広げることが目的。



「よく見る」「よく聞く」「よく考える」

「よく見る」
常に周囲の状況を確認・把握すること。
ひとりの目では難しい為、周りの職員と協力・連携することが大切。
問題行動や癇癪の要因になっているものが何なのか、生徒さんや環境の状況を
みながら支援をする。

「よく聞く」
聞き取りの際も、支援員が主観を持たず、生徒さんからの意見を否定せずに受け止め
る、また共感し寄り添いながら話を聞く。
状況によっては、関わっていた周りの生徒さんからの聞き取りも有効。

「よく考える」
生徒さんの問題行動や癇癪の要因が何なのか、「よく見る」ことと合わせて、
支援員がよく考えて支援することも大切。

以上のことを、意識しながら見立てを立てる。



エフ 療育内容⑴

脳機能のトレーニング

タブレットやテキストのカリキュラムの

取り組みで脳機能の向上を図ります。

週3日以上コンスタントに利用した場合、

半年ごとに各タスクの能力を数値化した

データを出すことが出来ます。

生徒さんの得意・不得意を把握することが

出来ます。

職員は、データを元にカリキュラムの選定・

作成を行う。

保護者様との共通認識の元、支援を行う。



エフ 療育内容⑵

社会性のトレーニング

自由時間・遊ぶ時間の中で実践を通して、正しい社会性や人との関わり方を身に付けて

いきます。

ただ自由に遊ばせるだけでなく、ルールを守る、仲間に入る・入れる・誘う事、

勝ち負けがあるものに対しての気持ちのコントロール、気持ちの切り替え方、伝え方、

正しい表現方法を伝えていきます。



カリキュラム・タブレットの取り組み⑴

・テキストカリキュラム

どんなカリキュラムがあるのか、時間を見つけて把握していきましょう。

生徒さんに教える際に、解き方、問題内容が分からず、支援出来ない状況は作らないように

します。

カリキュラムを取り組む中で、【考える力】【想像する力】【表現できる力】等を身に付け

てもらうため、分からない時にすぐに答えてあげるのではなく、問題をかみ砕いて伝えたり、

例えばの話やその生徒さんが想像しやすい内容で伝えましょう。



カリキュラム・タブレットの取り組み⑵

・タブレットのカリキュラム

実際に触れてみないと分からないタスクも多くあります。生徒さんが戸惑わずに、

タブレットに向き合えるよう、みなさんもタブレットカリキュラムに取り組んで

おきましょう。



発達障害とは

■発達障害とは

生まれつきの脳機能の発達のアンバランス
さ・凸凹と、その人が過ごす環境や周囲との
関わりのミスマッチから生きづらさや困難さ
が生まれる障害。

■発達障害の主な3つのタイプ

発達障害は特性や現れる困りごとによって、

大きくASD（自閉症スペクトラム）・ADHD

（注意欠陥多動性障害）・LD（学習障害）の

3つのタイプに分けられる。



ASD（自閉症スペクトラム障害/自閉スペクトラム症）

■ASDの主な特性

・言葉でのコミュニケーションが苦手

言葉の裏にある意味をくみ取るのが難し
いなど。

・人と関わるのが苦手（対人関係や社会
性の障害）

目を合わせない、空気を読むのが苦手

など。

・こだわりや興味に偏りがある

予定が変わるとパニックになってしまう。

同じ動きを繰り返すなど。



LD（学習障害）

■LDの主な特性

・ディスレクシア（読字障害）

文字を読むのが苦手など

・ディスグラフィア（書字障害）

文字を書くのが苦手など

・算数障害（ディスカリキュリア）

計算や算数が苦手など



ADHD（注意欠陥・多動性障害）

■ADHDの主な特性

・不注意

忘れっぽい、注意力が散漫など

・多動性

じっとしていられない、おしゃべりが

止まらないなど

・衝動性

思いつきで衝動的に動いてしまうなど



発達障害の主な合併症及びグレーゾーン

■発達障害の主な合併症

・知的障害・・・知的発達の遅れ

・言語発達遅延・・・言葉の遅れ

・発達性協調運動障害・・・不器用、運動面の発達が遅い

・感覚過敏・・・音、光、におい、味、さわり心地などの刺激に敏感

・感覚鈍麻・・・音、光、におい、味、さわり心地などの刺激に鈍い

■発達障害のグレーゾーンとは

発達障害と定型発達の境界は明確にはない。その為、診断基準に満たさない、

あるいは未診断だが発達障害傾向のある「グレーゾーン」と呼ばれる人もいる。



ダウン症とは

通常、ヒトの染色体は、1番目から22番目の染色体まではペアになっているが、

ダウン症候群は21番目の染色体が1本多く3本あり、これが原因の疾患。

■ダウン症候群のあるお子さまによく見られる行動リスト

• ことばに不明瞭さが見られる

• 聴力が弱い場合がある

・ことばでのコミュニケーションが苦手

• 精神的に緊張しやすい傾向がある

• 習得するまでに時間を要する場合がある



関わり方について⑴

Q.生徒さんへの声掛けが入らない、声掛けの頻度について

まずは、こちらに意識が向いているかを確認する。生徒さんが聞く姿勢がなっておらず、

職員だけが、声掛けをした「つもり」になっていないか？確認する必要がある。

別室に移動するなど職員の目を見て話を聞くことができるように環境を整えることも1つの

手段。

また、不適切な発言・行動があった際はその都度注意を行う為、声掛けの頻度が高くなる

可能性が考えられる。

声掛けが入りづらい場合は、職員を変えて話を行う、アプローチ方法を変える、

危険な行動ではなく、構ってほしさから注意が必要な行動をしている事も考えられる。

※その行動をすることで「構ってもらえた」となる可能性もある。

その場合は、あえて無反応をする場合もある。



関わり方について⑵

Q. 声掛けの強度について

強度については、危険行動をしている際（怪我に繋がる等）、咄嗟に声が大きくなる・

少し口調が強くなる事は許容範囲だが、 基本的には落ち着いたトーンで生徒さんが

理解できるようお伝えをする。

強度を強めても、ただ「怖い」＝行動を辞めるとなってしまう可能性がある。 

何がいけなかったのか、今後どうしたら良いのか、生徒さん自身で考える力を

身に付けられるように、まずは話を受け止め、振り返りを行うことで、正しい社会性を

身に付けられることが求められる。

「叱る」ではなく、「傾聴し、今後どのようにしていけば良いのか」生徒さんが

考えられるように、 「伝える」と言う意識で支援を行う。



関わり方について⑶

Q.生徒さんへの声掛け時に周りにいる生徒さんも一緒に呼びかけや注意をすることがある。

他生徒さんの促しにより、上手くいく時と嫌な表情をする時があり、対応方法を知りたい。

生徒さんによっては、職員が他の生徒さんに注意・声掛けをしている際、

職員と同じく声掛けをしてくれることがある。

だが、生徒さんから注意されることで苛立ちが募ったり、関係性の悪化が懸念されるため、

まず、声掛けをしてくれた生徒さんに、周囲の状況を把握し、適切な言動を伝えてくれようと

した姿に関しては評価を行う。

その上で、気づいたことは職員に伝えて欲しいこと、職員からその生徒さんに声掛けを行う

ことを伝える。



距離感

・距離感を伝えていく理由

低学年のうちは、多少距離が近くても許容される場面が

多いが、学齢が上げるにつれ、相手に急に近づく、

触るという行動が、相手に不快感を与えるようになっていく。

今の内から、大人になった時のことを考えて、距離感について

学んでいく必要がある。

・距離感の伝え方

①「腕1本分離れようね」と声掛けを行う。

腕1本分と伝えても難しいなら机を使って距離をとる。

②「顔を見て話したい」等声を掛けて距離をとらせる。

③甘えると、距離が近いとは違う

④性別は関係ない。



癇癪対応

癇癪時の見立ての立て方について、事例を紹介します。

F小学校3年生のA君をお迎えに行くと、表情が優れませんでした。

その後、送迎車には乗ってくれましたが、教室に到着すると降車を嫌がり、

しばらく降りることが出来ませんでした。

話しながら、教室内に入る事は出来ましたが、「エフに行きたくなかった！宿題も

カリキュラムも嫌だ！」と癇癪を起こしています。

クールダウン後に話を聞くと、嫌だった理由を話してくれました。

Q：A君は何が原因で癇癪を起こしたのでしょうか？

A.給食で出た食べ物が嫌で、気持ちの切り替えが出来ず、行きたくなかった。



癇癪対応

【見立て】

見立てとは、見える情報だけ
ではなく、聞き取りなどを行
い、情報を収集し見えない部
分に隠される要因や考えられ
る可能性を踏まえ、必要な支
援を考えること。



ABA（応用行動分析）について⑴

・ABAとは環境や対応を変えることで、どのように行動が変化するか分析すること。

ABAを行うメリットは大きく分けて3つある。

①問題行動を減らすことが出来る

問題行動には必ず引き金となる要因がある。ABAの理論に基づいて行動を分析すると、

問題行動を起こす要因を見つけることができる。

②こだわりを減らすことができる

ABAによって、出来ることが増えると共に、気にいるものや好みのものを増やすことが
出来る。

※様々なものへのこだわりが分散され、変化への対応力を身に付ける効果が期待される。



ABA（応用行動分析）について⑵

③コミュニケーション能力を高めることが出来る

ABAではオペラント条件付けが行われる。オペラント条件付けとは、ある行動に

よって起きた環境変化に応じて、その自発頻度が変わることを言う。

つまり、好ましい行動で希望する結果が得られるようにする際、アクションを

コミュニケーションに変えることで言葉による意思表示によって、望む行動を

起こすことができるようになることも期待される。



【強化】



【誤学習】



【弱化】





トラブル対応⑴

・見守る事も必要。解決できる力を身に付けます。

トラブルになりそうだからと、職員が事前介入をして、火種を消すような対応は避ける。

生徒さん同士が自身で折り合いをつけて解決できる場を奪いかねない。

手が出ない場合は見守りを行い、考える力を奪わないように留意する。

もし、手が出ている場合は、まずは手が出ている方を止める必要がある。

・気持ちに寄り添い、決めつけて話を進めません。

問題行動だけを見て、否定したり、謝るだけで解決をすることは望まない。

気持ちの聞き取り、受け止める過程を大切にし、生徒さん自身を理解したうえで

問題行動に対してどうしたら良かったのか振り返りを行うことが重要。



トラブル対応⑵

・謝ればいい、とならないようにしましょう。

謝ればいい、とならないようにしましょう。なにが良くなかったのか？

どうすれば良かったのか？相手の気持ちがどうだったのか？

振り返りを行い、双方が理解して上で、降所までに双方で謝罪と解決まで導くことが

できるようにする。



注意・指摘

・良い言動・良くない言動の理解

世間一般的な言動が外（よそのお家、お店、学校）でアウトな事は、エフも同様にアウトです。

Q.良い言動か、良くない言動、どちらか選びましょう

①床に寝そべり、静かに本を読んでいる。  （ 良い言動 ・ 良くない言動  ）

②学習中、膝を立てているが集中して取り組んでいる。    （ 良い言動 ・ 良くない言動  ）

③玩具を片付ける際にBOXに放って入れている。     （ 良い言動 ・ 良くない言動 ）

④ペンを「借りるね」と言い、借りた。                     （ 良い言動 ・ 良くない言動  ）



注意・指摘⑵

・注目獲得について

・マイナスな声掛け・ネガティブな言い回しはNG

マイナス・ネガティブな言葉

「これ終わらんと遊べんくなるよ」「幼稚園生みたいやね」「お兄ちゃんなんだから、

そんなことしないよ」

「（解答を見て）違うやろ！なんでこんな答え書いたの 」

プラス・ポジティブな言葉

「昨日出来ていたから、今日も出来るよ」「一緒にやってみよう」「終わったら〇〇して遊ぼう」

「やっぱり1年生のお兄さんはすごいね～！」

〇出来ないことだけに目を向けて注意するのではなく、出来ていること、出来るようになったことも

見逃さず褒めて評価しましょう。“出来て当たり前”はありません。



生徒さんのネガティブな発言

・自傷行為、ネガティブな発言

（「死にたい」「どうせ俺なんかおらんくなった方がいい」）が

あった際は、どのような状況でどんな発言があったのか、

すぐに責任者に報告しましょう。

また生徒さんごとで対応方法も違います。決まった支援方針

に沿った対応をします。



報告・連絡・相談⑴

・何を話してよいか、どこまで話してよいか分からないことも予測されるため、

0～100まで伝えて良い。その都度、責任者がどこまで伝えてほしいか

伝えるため、自分が得た情報は即座に必ず報告する意識を持つ。

※翌日のミーティング時も同様。

・自分が得た情報を正しく報告することが大切。どのように報告をするのか

「わからない」や「言っていいのか？」と感じてしまい、「共有しない」選択に

ならないようにする。

また、参加する上で、報告のあとに見立てや支援方法の提案などプラスで伝えて

欲しいことも知らせるため、初めは何でも伝える姿勢で支援をしてください。



保護者様対応について⑴

挨拶や初めての方にはまず自己紹介を行い、表情や声色にも気を付けることが必要。

送迎時のフィードバックはしっかり行う。必ずお知らせしなければならない事は

もちろん、LINEや電話、記録だけでのやり取りだけでは不安になる保護者様も

いらっしゃる為当日過ごした様子やいつもと違う様子があった際に職員が

どのようなアプロ―チを行ったのかお伝えをする。

トラブルの話ばかりではなく、出来たこと等ポジティブな報告も積極的に行う。

保護者様からの質問等で返答に困った時は「確認してからお返事します」と伝え、

責任者に報告する。無理に返答しない。



保護者様対応について⑵

例）カリキュラムの際に渋りが見られましたが、これが終わったら昨日やっていた

アイロンビーズを一緒にしようと伝えると気持ちの切り替えをすることが出来て

います。

例）他の生徒さんの遊びに興味を持っている様子が見られた為、「一緒にしたい？」と

聞くと「うん」と言われた為、職員と一緒に「入れて」と言い一緒に遊ぶことが

出来ています。

※まだ自発的に遊びに誘う事が難しい生徒さんの場合。



提供記録の書き方⑴

★ポイント：教室でどのように過ごしたのか？
トラブルがあった際に、職員がどのように声掛けし
解決したのか、出来るようになったことなど保護者様が読み、
教室内での様子やお子様の成長を実感できるように記載すること。



提供記録の書き方⑵



提供記録の書き方⑶



事故防止について⑴

【常にエフ職員として見られている意識を持つ】

・会社の代表として運転している事を忘れない。

・送迎時における、スピード超過・信号無視・迷惑駐車・急な進路変更・

携帯電話使用・右左折時の確認不足等の危険運転等は行わない。

・免許証を持っている以上交通ルールは守り、「だろう」運転はしない。

・ドアの開閉は職員が必ず行い、生徒さんにはさせない。

手の挟み込み等のケガの可能性や強風で隣の車にドアが接触してしまうなども

考えられる。



送迎時の注意点

・学校に生徒さんのお迎えや自宅送迎に行った際に挨拶はきちんと出来ているか？

・送迎時や教室前に駐車している際、ご近所の方や他の車の方へ会釈や挨拶は

出来ているか？

・駐車している場所が邪魔になってしまう可能性も考えられる。

・相手から声を掛けられる前にこちらから声を掛ける意識を持つ。

また、送迎時のドアの開閉の様子や生徒さんへの声掛け、表情なども

周囲の方はよく見ている。

イライラしているように見えるなど一部分の様子や表情から切り取られ

通報される可能性もある。何かあった際はすぐに責任者に報告すること。

自分が思っている以上に一つ一つの動作や言動に気を配り、個人ではなくエフと

して見られている意識を持ってほしい。



ヒヤリハットについて⑴



ヒヤリハットについて⑵
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